
令和3年度

（令和3年6月～令和4年5月）

株式会社川武潜水興業

令和4年8月30日

環境経営レポート



1.組織の概要及び認証登録の範囲

１） 事業所名 株式会社川武潜水興業

代表者名 川下　淑子

２） 所在地 本社 〒849-1613　佐賀県藤津郡太良町大字大浦丙975-2

大浦営業所 〒849-1613　佐賀県藤津郡太良町大字大浦丙1501-5

長崎支店 〒859-0164　長崎県諫早市小長井町牧256-11

鹿島事務所 〒849-1321　佐賀県鹿島市古枝甲610-1

新潟支店 〒950-2002　新潟県新潟市西区青山3丁目２-1(102号)

３） 環境責任者 川下 淑子

川下 景子

TEL　0954-68-2178

FAX　0954-68-3663

４） 事業の概要土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業

舗装工事業、しゆんせつ工事業、水道施設工事業、解体工事業

５） 事業年度 6月1日～翌年5月31日

６） 事業規模

単位 令和1年度 令和2年度 令和3年度

売上高 百万円 614 789 694

従業員 人 50 50 50

床面積 ｍ2 2,236 2,236 2,236

７） 認証登録の範囲

・対象事業所 　全組織 （本社、大浦営業所、長崎支店、鹿島事務所、新潟支店）

・事業活動　　　全活動

連絡先　　　　

担当者氏名　　　　

環境管理責任者　　　　
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2.組織及び認証登録の範囲

役割分担表

所属

環境管理責任者

全従業員

役割、責任、権限

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する。
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営活動へ参加する。

全体の把握、建設現場のエネルギー削減、環境景観管理

全体の把握、建設現場のエネルギー削減、環境景観管理

廃棄物の排出管理、リサイクル率管理

電力、水消費量の管理

文書及び記録類の作成、管理

環境目標の達成状況及び活動計画の実行状況の確認

全体の統括、環境方針の決定、全体の評価と見直し代表取締役

潜水部門

総務部門

土木部門

EA事務局

代表取締役

川下 淑子

環境管理責任者

川下 淑子 ＥＡ事務局

土木部門総務部門 潜水部門

大浦営業所長崎支店 新潟支店 鹿島事務所
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3.環境経営方針

・基本理念

株式会社川武潜水興業は建設工事の施工、管理を行う上で

地球の環境保全を目標としています。地球温暖化、環境問題等は

切実な問題であり最重要な課題であることを再度認識し率先して

環境経営の継続的な改善に役立てるように取り組みます。

・行動方針

①環境関連法による法律・条例を遵守する

②改善目標を定め、積極的に取り組む

　 ・CO2の削減

・廃棄物の削減

・水の使用量の削減

・化学物質の管理に努める

・グリーン購入を推進し、エコ商品を取り入れる

・環境に配慮した工事施工に努める

・地域住民との環境コミュニケーションの推進

③環境方針を従業員全員に徹底する

株式会社川武潜水興業

代表取締役　川下　淑子

令和2年8月31日　改定

平成22年1月4日　制定
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4.環境経営目標、並びに次年度以降の環境経営目標
　4-1事務所

　　R3年度環境経営目標　【活動期間R3.6月～R4.5月】 0.990 0.985 0.980

令和1年度

（基準年度）

13,768 以下 13,699 以下 13,629 以下

34,241 以下 34,068 以下 33,895 以下

193 以下 192 以下 191 以下

118 以下 117 以下 116 以下

122 以下 121 以下 121 以下

備考：（ ）内％はR1年度実績をベースとして削減率又は向上率をしめす

※1)事業年度は「6月1日～翌年の5月31日」

※2）九州電力（株）のR1年度の調整後排出係数(0.370kg‐CO2/kWh)を使用

新潟支店は東北電力（株）のR1年度の調整後排出係数(0.521kg‐CO2/kWh)を使用

※3)上記は全社含む

　4-2建設現場

　　R3年度環境経営目標　【活動期間R3.6月～R4.5月】 0.990 0.985 0.980

令和1年度

（基準年度）

226,008 以下 224,867 以下 223,725 以下

8,041 以下 8,000 以下 7,960 以下

62,918 以下 62,601 以下 62,283 以下

23,262 以下 23,145 以下 23,027 以下

84 以下 83 以下 83 以下

232 以下 230 以下 229 以下

備考：（ ）内％はR1年度実績をベースとして削減率又は向上率をしめす

※1)事業年度は「6月1日～翌年の5月31日」

事故ゼロ
苦情ゼロ

事故ゼロ
苦情ゼロ

5 環境に配慮した工事 ―
事故ゼロ
苦情ゼロ

事故ゼロ
苦情ゼロ

4 化学物質の適正使用 kg 適正使用 適正使用 適正使用 適正使用

(1.5％) (2％)

3 水使用量の削減 ㎥ 234
(1％) (1.5％) (2％)

2 産業廃棄物の削減 kg 85
(1％)

(1.5％) (2％)

1-3 軽油使用量の削減 ℓ 23,497
(1％) (1.5％) (2％)

1-2 ガソリン使用量の削減 ℓ 63,554
(1％)

(1.5％) (2％)

1-1 灯油使用量の削減 ℓ 8,122
(1％) (1.5％) (2％)

1
二酸化炭素排出量
の削減

Kg・CO2 228,291
(1％)

環境経営目標 単位 R3年度目標 R4年度目標 R5年度目標

(1.5％) (2％)

3 水使用量の削減 ㎥ 123
(1％) (1.5％) (2％)

2 廃棄物排出量の削減 kg 119
(1％)

(1.5％) (2％)

1-2 LPガス使用量の削減 kg 195
(1％) (1.5％) (2％)

1-1 電気使用量の削減 ｋWｈ 34,587
(1％)

R5年度目標

1
二酸化炭素排出量
の削減

kg・CO2 13,908
(1％) (1.5％) (2％)

環境経営目標 単位 R3年度目標 R4年度目標

4



5.環境経営計画
　5-1事務所

　　１.二酸化炭素排出削減のための取組み 2.廃棄物排出量の削減及びリサイクル

　　　1-1電気使用量の削減 ・ペーパーレス化の推進

・エアコン設定温度を ・裏紙の使用

　適宜設定する ・ゴミの分別排出

・昼休みの消灯

・長時間席を離れるときの、 3.水使用量の削減

　パソコンの電源のＯＦＦ ・総排出量の削減(出しっぱなしにしない)

・不用電力消費抑制

（不要な場合は機械を止める運動） 4.その他

・事務所の周りの清掃活動

　　　1-2LPガス使用量の削減 ・地域の清掃活動に参加する

・給湯機等の効率使用

　5-2建設現場

１.二酸化炭素排出削減のための取組み 3.水使用量の削減

1-1灯油使用量の削減 ・総排出量の削減(出しっぱなしにしない)

・暖かい格好をし効率的に使用する

4.化学物質の適正使用

1-2ガソリン使用量の削減 ・SDSを確認し、取扱い・保管には

・アイドリングストップ、エコドライブの励行 十分注意して使用する
・不要な積載物を載せない

5．環境に配慮した工事
1-3軽油使用量の削減 ・事故防止
・アイドリングストップ、エコドライブの励行 ・苦情ゼロ
・不要な積載物を載せない
・重機の燃費向上（エコ運転）
・重機・車両の適正空気圧の整備

2.リサイクル率の向上
・廃棄物の分別方法の工夫と徹底
・再利用・再生利用の推進

5



6.環境経営計画に基づき実施した取組内容
　6-1事務所 1

の活動期間の目標に対する実績は次のとおりである。

13,768 以下

34,241 以下

193 以下

118 以下

122 以下

備考：（ ）内％はR1年度実績をベースとして削減率又は向上率をしめす

※1)事業年度は「6月1日～翌年の5月31日」

※2）九州電力（株）のR1年度の調整後排出係数(0.370kg‐CO2/kWh)を使用

新潟支店は東北電力（株）のR1年度の調整後排出係数(0.521kg‐CO2/kWh)を使用

※3)上記は全社含む

達成率基準　　○：９８％以上　　△：９５％以上　×：９５％未満　　　　　×は是正対象

　6-2建設現場 1

の活動期間の目標に対する実績は次のとおりである。

226,008 以下

8,041 以下

62,918 以下

23,262 以下

84 以下

232 以下

備考：（ ）内％はR1年度実績をベースとして削減率又は向上率をしめす

※1)事業年度は「6月1日～翌年の5月31日」

達成率基準　　○：９８％以上　　△：９５％以上　×：９５％未満　　　　　×は是正対象

-

-

165%

90%

達成率

達成率

91%

208%

100%

65%

29%

事故ゼロ
苦情ゼロ

事故ゼロ
苦情ゼロ ○

環境経営目標 単位

4 化学物質の適正使用 kg 適正使用
適正使用できてい

た ○

289 ×
(1％)

3 水使用量の削減 ㎥ 149

1-1 灯油使用量の削減 ℓ

1-3 軽油使用量の削減 ℓ 36,172 ×
(1％)

1-2 ガソリン使用量の削減 ℓ

×
(1％)

3,906 ○
(1％)

○
(1％)

63,653 ○
(1％)

157%

72 ○
(1％)

5 環境に配慮した工事 ―

2 産業廃棄物の削減 kg

3 水使用量の削減 ㎥

R3.6～R4.5月
実績 判定

活動期間目標

1
二酸化炭素排出量の削
減

Kg・CO2 250,725

　　令和3年6月～令和4年5月

　　令和3年6月～令和4年5月

環境経営目標 単位
R3.6～R4.5月

実績 判定
活動期間目標

1-1 電気使用量の削減 ｋWｈ 36,229 ×
(1％)

1
二酸化炭素排出量
の削減

137 ×
(1％)

2 廃棄物排出量の削減 kg

kg・CO2 14,092 △
(1％)

1-2 LPガス使用量の削減 kg 265 ×
(1％)

97%

94%

72%
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7．環境経営活動計画の実績・取組結果とその評価、次年度の取組内容
　7-1事務所

　 １．評価

1.二酸化炭素排出量の削減 電気、LPガスが目標を達成していなかった

　1-1電気使用量 未達成 夏場冬場にエアコンの設定温度を変えることが多かったが、

それ以外はよくできていた。

　1-2LPガス使用量 未達成 元栓をこまめに締め、無駄な使用がないよう心がけた。

2.廃棄物排出量 達成 ミスコピーを減らし、裏紙の利用をしゴミの削減を行う。

リサイクルを推奨し、分別排出に力を入れる。

3.水使用量の削減 未達成 事務所内での使用は適正だった。

4.その他 達成 地域の清掃活動に参加、今後も積極的に参加する。

　 ２．次年度の取組み

　取組みはよくできていたが、目標を達成できていない項目があったので再度各事務所に周知を行い

次年度以降も継続して取組みを行っていきたい。

　7-2建設現場

　 １．評価

1.二酸化炭素排出量の削減 軽油使用量が目標を達成していなかった

　1-1灯油使用量 達成 厚着などをし暖房器具の使用を控えたため使用量が減ったと思う。

　1-2ガソリン使用量 達成 エンジンを固定電源に変えたので発電機の使用を抑える

ことが出来たのが良かった。

　1-3軽油使用量 未達成 工事現場が遠いので使用量が増えた。

エンジンを固定電源に変えたので発電機の使用を抑える

ことが出来たのが良かった。

2.廃棄物排出量 未達成 各現場の状況を把握し、それにあった対処を随時行う。

3.水使用量の削減 達成 節水スッテカーを貼り、節水に努める。

4.化学物質の適正使用 達成 船舶の塗料に使用している。SDSを確認し、取扱い・保管

には十分注意して使用していたと思う。

5.環境に配慮した施工 達成 工事現場のゴミ拾いを定期的に行ったり、周辺住民との

コミュニケーションをとるなどして環境配慮は十分できていた。

6．その他 達成 地域の方に頼まれた伐採や伐木など行い、地域に貢献

出来たと思う。今後も積極的に行っていきたいと思う。

　 ２．次年度の取組み

　工事現場が遠いので軽油の使用量が大幅に増えている。車の使用前の整備、点検などは

よくできていたので次年度以降も引き続き行ってもらいたい。

工事件数が増えたため廃棄物排出量が増えているが適切に処理を行っていた。

次年度以降も継続して取組みを行っていきたい。
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8.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、
　並びに違反、訴訟などの有無

遵守状況

廃棄物処理法 ・マニフェストの保管 ○

オフロード法 ・適合証明の確認 ○

騒音規制法 ・基準デシベル以下の作業 ○

振動規制法 ・基準デシベル以下の作業 ○

消防法 ・火災予防に必要な措置をとる ○

フロン排出抑制法 ・簡易定期点検の実施 ○

PRTR法 ・対象物質をリスト化して管理する。 ○

　 　環境関連法規の順守状況を確認した結果、違反はありません。
また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟や苦情もありませんでした。

9.代表者による全体の評価と見直し

評価

１．全社員一丸となってエコ活動に取り組んでいる。

２．各現場事故なく、苦情なく、手もどりなく、適切な施工管理を実施している。

３．報告・連絡・相談を徹底している。

見直し

環境経営方針、環境経営目標及び計画、実施体制の変更はなく継続する。

１．今度とも継続してエコ活動を実施する。

２．今後とも環境に配慮した施工を行う。

３．今後とも報告・連絡・相談を徹底する。

主な環境関連法規名 主な遵守事項
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